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猶
制
蕾
濟
の
進
展.

^

共
に
、.

：坐
塵
0 :
'

理
論
ば

_

1々

要
性

.

を
取
び

0

、
が
る
.0
-

,

而
し
：
$

ド
ず
る
分
麻
手
段̂

し
て

.

用
ひ
ら
を
八
レ
の
に"

.

營
1

刹
主
義
的
分
析
ど
費
用
補
償
主

_

的
分
妍
の1

1

者
.

が
あ
：る0:

我
が

_

の
故
制
經
濟
も
，
 

,

次
笫
に
前̂

ょ
り
後
教
に
移
行
し
つS

-

ぁ
る
而
が
相
當
に
强
い
。
併
し
、

.

補
償
生
：義
の
分
析
と
雖
も
、
：價

'

格

5 -
|:
-
箅

を

叫

心

と

せ

る

點

に 

,

於
て
、
- M

格
均̂

の
問
題
を
離
脫
す
る
も
の
で
は
な
い
。
否
、
或
る
點
に
於
ズ
：は
: >
:

寧
ろ
、
營
利
主
義
の」

の
特
殊
な
る
形
態
と^

へ
, 

..

考
へ

.

得
る
: ?
:

勿
論
ゲ
：：兩
者
の
满1 :

-

は
若
干
千_

違
が
孫
往
す
る
が
、̂

利
主
義
の
分
析
が
パ4 :

と
し
て
比
率
許
奪
を
吖
心.

と
す

.

る
>

均
衡

1

的

(

線
合
的)

分
析
で
ぁ
る
に
對
し
、
费
用
籼
偾
主
義

'

の
分
析
が
：、«

對
額
計
算
を
中
心
と
す.

る
特
麴
均
衡
論«
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別
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分
析
で
ぁ
る
と1

K

ふ
こ
と
は-

1

見
し
た
程
の
相
違
を
齎
ふ
す
も
の
、で
ぱ
な

^
,

艨
じ
思
は
れ
る0

''
'

況
ん

_

や
、
次
：第
に
費
用
補
償
主
義
に

.

 

移
' 1
7

し
つ

\

ぁ
る
と
は
宕
へ
、
我
が
阈
の
經
濟
は
抉
し
て
、
其
の
み
に
徹
す
な

』

の
で
は
な
く
、
；

.

兩
者
の
：中
間
形
態
に
ぁ
る
と

11

<
つ
て 

く
良
い
。.

從
っ
て

.

現
在
及
び
近
き
將
來
の
我
が
國
の
銃
阶
經
濟
を
分
析
す
る
に
當
つ
ャ
は
へ
營
利
主
義
及
び
、
補
償

.

主

義

の

'
純

粹

形

態
 

を
先
づ
考
察
し
、
然
る
後
、
兩
者
を
理
論
的

•

實
證
的
に
綜
合
す
る
こ
と.1 :

供
で
：、
現
實
令
把
捉
レ_

得
名
で
あ
ら
ぅ
*
本
稿
に
於
て
は 

:

營
利
由

_

取
下
：に
钤
げ
ゐ
生
產
計
畫
：釭
動
態
的
に
考
察
せ
ん
レ
す
各
も

1

の
：で
あ
る
が
ハ
勿
論
、
.•其
の
緖
論
的
な
び
範
周
に
止
ま
る
も
の

:で
あ.
る
。
：
_
商

'̂
;
^;.
本
稿
§
貧
圖.
ば
舊
* ;
:「

貨_

抓_
»
理
論_
 

前
稿 

-
の
補
論
的
な
る
意
味
を
布
す
る
も
の-
ヤ
あ
る
？
/ 

.
 

ぐ

、

•

 

第
一
節
坐
產
曲
線
の
變
動

♦
 

•

前
稿
に
於
て
は
、
貨
幣
的
均
衡
の

€

產
面
に
於
け
る
條
件
は
、
、

「

限
界
變

.

形
率
の
不
變;*

1
?
-
'あ
る」

上
述
べ
| :

。
此
の
推
論
他
ヒ
.
>
ク
ス 

の
生
產

|1
|

!

做
か
ら

_

出
せ
る
も
の
で
ぁ
つ
，て
、
單
に
總
費
用
|1
1

1

線
，の
み
を
考
慮
し
欠
る
場.

合
で
あ
るo

:

輿
.

の
.

凝̂

、

S

 

对
磁
せ
ら
れY

焐
な
い
の
で
、
短
期
見
用
肋
線
と
長
期

^

用
仙
線

b

の
關
係
が
ゼ
分̂'

る
：明*

性
を
舊
き
、'

短
-;
^

費
用
_
線
の
限
界
變 

.

形
辦
の
變
化
が
長
期
毀
用
仙
線
及
び
坐
齑
期
間
に
及
ぼ
す
影
響
を
十
分
に

^

察
し
難̂
^ -

勿
論
^
前
稿
に
於 

立
つ
こ
、と
に
は
、
變
り
は
な
い
が
、
規
實
の
問
題
と
し
て
、
上
又
は
下
へ

.

の
累
積
過
程
が
起
つ
た
場
合
に
於
て
、

,.
-

靜
細
な
：る
.分
析
令
行 

^

c -

と
が

}

層
必
要
と-

な
.

る
。
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1
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翁
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費
用||

|

1
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{

線
は
數
本
は̂

^

し
得
る
。
從

つ

てli
b

の
肋
線
の
み
點̂

0 -
軌
跡
を
求
む: 5

に
、貨
幣
的
均
衡
が
得
續
す
る
場
合
に
於
て
は
、 

p

 

r

 

;

は
1;
.

軸
及
び
ジ
軸
に
對
し
、
四
十
五
度
の
傾
斜
を
一
：小
す
蓝
線
と

-

な
b

、
生
産
物
惯
格
に
關
す- 6

豫
想
の
彈
ヵ
性
が'

1

以
上
の 

埸
合
に
は
、

(

物
似
に
關
す
る
豫
想
の
弾
カ
性
を
■一

 

と
し
、
利
子
及
び
賃
銀
其
の
他
の
豫
想
の
彈
カ
性
も
亦
一

.

で
あ
る1

假
定
す
れ
ば、

>
 

ト
*樂
は
生
產
を
擴
張
し
、
坐
產
物
の
形
で

^

ト
ゲ
ク
せ
ん
と
す
石
。
即
ち
、
生
產
耍
索
の
雇
傭
，は
急
激
に
敗
加
し

、

!/
#

つ
て
限

#

變 

形
率
は
一-

般
に
は
遞
減
す̂

.0

但
し
、
後
述
す
る
如
く
、
‘
-

豫
想
の

-

^R

性
が
一
以
上
な
る
こ
と
は
、
遠
い
將
來
の
费
用
仙
線
に
對
す
る 

a

'

其
の
效
见
は
犬
と
な
る
の
で
あ
り

*

且
つ
、
组
產
期
問
の
延
長
が
行
は
れ
る
の
が
哿
通
で
あ
；
か

^ '

、
現
祚
坐
寵
は
寧
ろ"■縮
少
す

(

^ •
0 .
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胳
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七
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(

六
ニ
ニ〕

る
豫
1 1

の
彈

1

性
が
一
以
下
な
る
時
はI

全
ぐ
逆
の
現
象
が
成
立
す
るo

さ
て
、
此
を
限
琢
費
用
曲
線
の

〜

上
に
肩
化
せ
し
め
れ
ば
、
生 

產
量

w

の
場
^ •

o

.

最
低
點

F

^

、
生
產
量̂

の
場
食
の
最
攸i,

i

を
.Q
/

.

A

^

る.

峙
、: «

:'
*

的
均
衡
- u

貌
て
は
，c

^

^

巧
郸 

虎
の
方
向.

數
を
有
す
；
直
線
と
な
り
、
生
靡
物
似
格
に
關
す
る
豫
想
の
彈
力
饨
が
一
以
下
な
る
と
き
は
、

％
軸
に
對
す
る
方
向
係
數 

が

四
.|
-

五
龙̂

1

の
11
|

1

線
と
な
り"

豫
想
の
彈
カ
性♦

か
一
以
上
な
る
と
き
は
ダ- «

|

'

に
對
し
叫
十
豇
度
以
上
の
傾
斜
を
有
す
ぢ

|1
|

1

線
と
な 

.

る
。
以
上
の
推
論
は.
’

：：生
產#

優
济
に
關‘
す
：る
豫
想
の
微
カ_

:

と
、‘
物
贤
又
は

"

；
生

.

產
要
« .

-

價
格
に
關
す.

る
.

豫
想

.

の̂

カ
性
の
比
を
収
：
 

名
.

こ
と
■

に

依
M

1 :

ニ.

般
化
せ
_'し
め
得_

_る.

こ
i

は
、"

舊
f r

の
如

X

て
あ

.

る
。
：
.

.

■:

以
上
の
推
論
に
於
て
し
た

(i
l

l

線
は
、、
時
間
嬰
素
の
介
入
が
あ
る
と
は
沄
へ
，
生
と
し
て
、
短

,

費
用

[1
|

1

線
で
あ
る
。
今
や
、
我
 々

.

ば
ま
期
費
用
仙
縱
叹
分
析
を
穴
長
期
費
州
曲
線
^
猶
化
兄
迄
パ
發
展
货
し
か
ね
蝝

一
明

.il
l

緣
>

包
：

|

だ
：し
ガ
示
き
队
る-.

-

0
..
.
:

此
0

場
合
、
長« ]

^

用
|1
1

1

&

^

^

忒
の
短
期
費
用:1

1

|

]

線
ゼ
含
セ
か̂

r

問
題
と
な
る
。

一
般 

に
短
期
? ?

川
[!
{

!

線
は
、
惯
格
の
變
化
に
依1

變
化
す
る
時»

其
の
女
軸
の
授
さ
を
變
中
る
こ
と
な
く
、
.平
行
的
に
上
方
乂
は
下
方
へ
移 

_

す
る
に
此
し-

.

货
期
赀
用
曲
線
は
、
生
鹿
期
僩
の
變
化
の
影
響

(

企
業
規
模
の
變
化
レ
依
る

)

を
受
け
る
こ
と
大
で
あ
る
か
ら
、
生 

軸
の

'

督

其

の
-

^Q

が
變
化
し
、
瑕
に
籠
の
位
紅
が
變
化
す
る
に

.

止
ま
ら
な
い
の
で
あ
气
從
つ
て
、
■憤
格
に
關
す
る
證
の
卿
力 

性
の
铋
化
は
、
犁
に
長.

—

用
11
1

1

線
の
位
遛
を
變
化
せ
し
セ
る
の
み
で
な
く
.、
近
い
將
來
の
數
本
の
短
期
费
用
肌
砠
，の
位
置
の
變
化
を 

* :
,

て
、
#

が̂-
;

紙
線
：
^

^ -

彭
期
費
用

|1
1

-

|

縣
: 0

主

軸

の

蒙̂

變
牝
皮
し-

め
，

# '
^
^

&

豕
; ^

變
化
ぜ
心
め_

)

ー
而
し
ー
^
#
い
紙
來0 '

:

:

數

本

处

.她

刺

賞

用

|1
1

1

:

線
の
& '

»

$

變
化

_

_

^

_

i;
、..i :
i;礙
の

；&
期
嘮
佣
伽
線
：の
位
^ :
に_
»
為»<:
:^ :

線
に
含
ま
ル
る
の
み■
で
方
く
、
數
本
の
蚝
期
費
用
曲
線
の
ー
部
を
成
し
て
防
る

1

社
會
全
體
か
ら
見
れ
ば

—

こ
と
が
多
い
か
ら
、 

"

故
幣
阶
均
衡
と
生
鹿
訐
辑
-
ノ
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六
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四

〕
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へ：:,
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'
 ̂
1̂
潔
.
如
含
短.
期
費
^

線̂
以
位
置0_
:

低
漱
び
に.長
期
费
用«1
線.
の'位
置
及
び
形
.狀
の 

.
:
,
'
變
化
ば
將
來
の
費
用

'1
1(1線
に
影
響
を
與.
へ.
る
こ
と
に
^
ふ
：の
で
^
る
 ̂

/
. 

こ
の
關
係
を
豫
想
耍
素
に
關
聯
し
て
.、、今
少
し
く
靜
細
に
考
察
し
よ
ぅ.
o.
第
一
一&
は 

:;
へ.
：，^
期
廣
用
1!
||:線
の.
變
化
士
«-
期
# '
用
肶
線
：§
變
化
と
.0
:關
係
.を
录
ダ

‘

一
ー
圖
に
於
て^

^

 

.

!

:は
夫
々
初
の
狀
態
に
於
け
る
酿
期
費
用
||
{

1

線
を
、
^
は
長
期 

.
.第

：
-

;

費
用
■

線
を
於
す
。

"

« '
. #

或
.

ひ
'

妨
利
子
セ
關̂

る
豫
想
の
彈
か
性
に
從
つ
で
、

.
A i
A 2
A 3 

.

|

!

は̂

^

:

; :
.

1 :
1

動
し
、
此
に
從
：つ; T

、

は
敗
に
：移
動
す
る.0
問
題

^ 8
.

§

“

. 

- 

:
. 

.

'

s

治

斤

'.
'

 

i

 

.

.

.

'
.

V
:

を
有
す
る
が
で
负
る
■
は
び
从
秘
が
^
^
^
フ
に
移
動
す
る
率
の
差
に
依
り
決
定
さ
れ 

.
'•
る
：。
：
斯
咨

」
；.

の

費

用11
|1線.
が
如
何
：1
;

^

る̂
か.
に
關
し
て-
重
要
な
'̂
:
示
.唆
と
な 

,
_

.:
',.
--
:
a
.̂
t
;̂

ヒ
ッ
ク
ズ
；が
利
予
率
0
布
落_
に
關
し
て
述
べV

,

居
る
次
の
如
ぎ
.

|

節
で
あ
る 

...一 ：.

若
レ
、
凡
1
の
-̂
-̂
の
«
付
# '
'.
に
，對
ず
：る
利
子
率
が
下
落
す
れ
ば
、凡
て
の
將
來
の
餘.. 

.
■
'

剩
に
對
す
る
割
引
率X
即
ち「

價
格」

^
は
騰
览
ず
レ
で
^

ぅ̂

ャ

而

し

て

比

の

祺

^

體 

:

ガ
勝
來
餘
剩
に
對
レ
有
利
で
、
現
在
餘
剩
(:
»:
1
不
利
な
る
代
替
0
傾
.向
を
直
接
惹
起 

.

す
る
。
非
、に
も
枸
ら
中
、
問
題
と
な
る
變
獨
は

'.
'

凡.
で
0_

來
餘
剩.
の
，「

«
格」

に
對 

.
: V

し
、
單
純
1;
比
例
的
な
る
變
動
で
は
か
ぃ
。
;̂
々
、
の「

價

格」

.

.
は-;,
'\該

系
列
の
ょ
り
近 

い
將
來
の
慣
格
よ
b 
4影
響
*
受
;«
る
'̂
;
ど
大
.疋
ぁ
!)-
フ
ょ
^

が
影
響
を
免i

ず

，
續

が

で

办

る

？

.(

驻
1;
:.>

即
^'
ヒ，
3
 

資
*

に

せ

ぼ

す.̂
憑

單

純

I:
梁
積
的
で 

あ
る
と
^
へ
I
然
も
彼
の
猓
積
的
現
象
の
內
容
は
、
單
純
な
る
直
線
的
な
、
云
は
ゾ
等.
著
級
數
的
な
累
積
規.
象
に
過
ぎ
々
い
。
斯
る-
緖

'* 

論
を
下
す
に
至
つ
た
似
囚
は
、
彼
が
最
大
の
武
器
と
ず
る
豫
想
の
彈
カ
性
の
概
念
を
用
び
少
レ
て
ク
軍
に
利
子
率
^
落
の
場
令
を
總
括： 

的
に
論
じ
む
る
に
過
ぎ
な
い
爲
で
あ
る
。
併
し
、
表
面
的
に
は
m-
*u
此
丈
の
こ
と
に
過
ず
な
；い
が
フ
棵

S

は.
：1•
層
麻
い
所
に
あ
る
。
识 

ち
ヒ
、ジ
'ク
ス
は
、
其
の
^
^
的
均
衡
の
概
念
を
撒
成
す
る
に
當
り
、
靜
姻1,

般.
均
衡
の
■̂
■
と
1/
;
'て
'.

>
ノ
暴_
:
均
衡
を
定_

し
仁
潙
、
 

豫
想
の
弾
力
性
が
#
な.
る.
場
合
と
—--
*な
を
場
合
1
^;
服
同
し
'
此.
の
有
用
*
^
歡
器
を
^
分
&
^
用
；し
得
な
<̂
^
づ

.'
|:

%
で
あ
る
。
斯 

る
混
同
の
綽
艰
は
箔
ー
一
十
軍
に
於
て
、
相
對
M
格
の
史
汜
を
論
じ
C
居
る
^;
P
、
M'
も
期
確
に
現
れ
ペ
居
^
0
で
あ
る
#
，'',-
其.
の
原
揭.
/;. 

は
第
十
1
一
常
に
於
て
、..一
時
的
均
衡
紙
織
に
就
1:
論
じ
?:
各
際
に
平
く
も
胚
胎
し
で
屉
る
の
で
あ
る
。.
;*
稿
で
：:--«
あ
ゾ>
ス
の
她
;|

&
を

.'-., 

紙
射
す
る
の
が
主
嬰nz

的
で
は
な
い
}
ら
ク
深
人
す
る.
の
を
避
^;
:
て
、,.
如

.
何

に

じ
T
、
斯
る
靜
態
的
な
る
推
論
を
、
貨
幣
的
均
衡
を
媒 

介
と
す
'る
、
動
態
理
論
に
迄
、.
發
展
せ
し
む
可
き
か
を
考
へ
ね•は
な
ら
ぬ
。

_
、

 

.

.
,

’
修
正
す
べ
き
點
と
し
で
、
先
づ
等
遨
級
數
的
な
豫
f

彈
カ
性
の
概
念
を
等
比
級
數
的
な
る
も.
の
に
改
め
、

一
な
る
場
合
を
中
心
と.  

し
て
、
其
の
作
用
を
涔
故
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
點
に
關
し
て
は
、
{女
井
助
敎
授
が
、.「

•企
業
の
動
擧
嗍
論
し
に
於
て
述
べ
む
れ
て 

居
る
。「 …

…

我
々
は
二
X
に
所
謂
價
格
の「

豫
想
の
彈
カ
性」

の
概
念
を
镍
入
し
ょ
ぅ
。
こ
の
槪
念
は
少
く
と
も
ニ
様
に
记
篛
す
る
こ.

• 

. 

:

. 

. 

• 

. 

.
■
•

.

.
 

; 

.

.

.

. 

• 

- 

- 
• 

.

.

.

.
 

.
今.

. 

. 

.

と
が.
出
來
る
。'
共
のi

は
ヒ
ッ
ク
ス
の
與
へ
た
定
義
で
あ
る
。
ヒックス

-
の「

豫
想
の
彈
カ
蚀」

に
於
て
は
、
各
期
間
の
豫
想
似
格
は 

.
何
れ
も
現
花
價
洛
の
凾
數
と
考
へ.
ら
れ
ノ
次
の
ニ
つ
.
の
前
提
の
上
に
ぅ
ち
た
て
ら
れ
て
居
る
。
第
一
に
，
或
る
財
、
例
へ
ば
マ
财
の
現. 

相
®
格
の
變
化
は
' 
只
V
財
の
豫
想
價
格
に
の
み
影
響
し
、-
他
襌
の
財
の
豫
想
價
格
に
は
影
嚮
し
な
い
。
紙
一
、一
に
、
V
財
の
现
布
似
格
、
 

'の
變
化
は
同
じ
財
の
各
期
間
の
豫
想
惯
格
に
對
し
て
同
1
割
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
：…

1以
上
の
ヒ
ッ
ク
ス
の
纪
義
は
第
ー
次
近
似
と
，

證
 I

調 

一
生
が

a：
在^̂



贫
贫
麗
均
龄
芯
也
塵
能
翁
拓^

歲
：
；
：
^

:
'

' 

■

て
し
は
、
泌
る
雛
の
問
題
に
對
し
て
‘確
に
，有
效
で
あ
る
が
、
併
し
一
般
に
は
次
の
ニ
つ
の
、缺
陷
を
持
つ
も
の

1

思
は
れ
る
。
邻1

に
、

' 

'

‘

;

右
の
记
義
に
於
て
は
現
茌
惯
，格
と
各
期
問
の
豫
想
價
格
と
が
直
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
豫
想
惯
格
相
互
間
の
關
聯
が
齟
慮
さ
れ
て
奶
な
，

.

>

い
爲L

T

勝
在
價
格
の
變
化
の
影
響
が
近
き
將
來
の
豫
想
傾
格
か
ら
遠
き
將
來
の
そ
れ
へ
と
次
潘

' ^

波
及
傅
播
ガ
て
：抑
人
事
賓
を
十
分

''
:

.

.

ハ'.
 

' 

に
斟
酌
し
て
居
な
い
。

…
…

こ
れ
等
の
缺
點
を
囘
避
す
る
必
要
上
、
我
々
は

「

罾
想
、の
彈
カ
饨」

を
次
の
如
く
規
定
し
ょ
ぅ
。
先
づ
或

'‘
 

/
 

'  

:
.
' -
:

る
濶
間

';
:

'

-例

：へ
鉍8

:期
間
の
ー
農
價
格*

其
0

暮
锨
© ,

期
®

^

,

‘ 

例
へ

.

^

>

财

の
3

~

1

期
間
の
豫
想
惯
格0

變
化
^ -

间
じ
財
の
此
に
、後
續
す
る
期

1|
1

]

の
豫
想
價
将
に
は
、影
響
を
及
ぼ
す
が
、
，他
猶
の 

財
の
撒
想
惯
格
に
は
影
響
し
な
い
こ
と
、

(

ニ)

 

|

>

财
0 -
C G—

M

期
間
の
豫
想
價
格
の
變
化
は
、
同
じ
財
の
日
期
間
办
豫
播
價
格
に
對 

ャ
. 

し
、

S

の
凡
て
の
値
に
就
て
同-1

割
合
の
影®

を
及
ぼ
す
こ
ど
、
を
前
提
と
す
る
。

(

!f
t

2

:

r

 

•

、

’ 

.

、

-

.

‘
 

”

斯
て
安
別
肋
敎
授
の
矩
義
に
從
へ
ば
、
豫
想
め
㈣

ヵ
性
が
ー
以
上
な
る
と
き
は
、

•

等
比
級
數
的
に
累
積
運
動
を
示
し

.

，.

；1

:

以
下
な
る：

.
' .

_
.
、
\
ノ
へ 

ノ 

時
は
減
衰
運
動
を
示
す

a

至
る
。
此
の
定
義
に
從
っ
て•

、
短
期
费
用_

線
の
位
磴.

の
移
酿
を
省
察
す
れ
ば
、
生
產
嫩
慣
袼
に
關
す
る
豫
‘

:

'

想

抑

力
I

、(

價
i

貴
の
過

f

於
5

以
上
な
ら
ば
，、
遠
い
將
來
の
结S

程
-

上
昇
率
は
小
でt

o

.

從

宅
I

f

 

藉

芩

ぼ

中
し
も
、.

.

初

の

短

期

費

用

曲

線

上

に

は

ぬ

：ぐ

-̂
:
'

(

多
,<
:

- 0

燦
期
費
州_

線
を̂

へ
：
得.

る
が
ら
、
-
ょ

 

■

.

- 

馨〉

''
;
';
、':
::
::
:

'

第

 
1

圖

で
■

 

\
O
.
.
V
'

 

. 

-
 
.

 

-
、

 

.

 

ー
ノ|

ぐ：
'---'.'
 

....
 

-

■

.
 

.
 

■

 
/.
 

: 

. 
•

.

-

.

|

麵

樣

、'-
;
:
:
^
^

 ̂

.

小
と
な
る
で
令H

 

)

從
つ
て
、
坐
產
期
間
ば
長
期
化
し

*

丄
り
多

.

く
0 .

短
期
鍉
用
曲
線
が
、.

長
腓
費
用.

曲
線
中
に
含
ま
を>

に
至
，

.

...名 

o

議
等(

.
：

.

.

'
: •

が
、：與

：の
方
向
係
數
は• >

短
期
費
用
：

^

よ
り

.

も
、
て

が
成
立
す
る
。
即
ち^

は
よ
り
近
い
將
來
の
短
期
費
用
曲
線
上
に
移
動
し
、
生
產
期
間
は
短
縮
し
、

Q Q

は
化
軸
に
對
し"

，
四

+

五

成

以 

下

の.
•

：
而

し

P

短

期

費

用
Il
f

!

線

；
の
：
最

低

點

.

の
軌
跡
の
方
向
係
數
以
卞0

傾

斜

を

示

す

に

，至

，る

.
P

而
し
で
貨
幣
ぬ
ぬ.

■

に
於
て
は
、
生
能 

期
間
は
太
ダ
る
變
北
を
承
す
こ
と
な
く

-:
'

;

長
期
費
用
曲
線
は.

、V

只
其
の
位
置
を
移.

齋
す
る
こ
上
に
依
つ
て
の-

み
'
.
短
期
費
用
曲
線
の
數 

を
變
：中
る
。
こ
：の
際
例
べ
ば
始

.

の

短

期
. #

«

曲
線

.

の
數
が
：れ(|5

1

で
0

>

が

第
n

T

#

目

の

，
短

期

費

用

虬

線

上

i

布
る
と
しr

:
新
短
期
赀 

用
曲
線
の
：數
を11

1

伽
と
す
れ
ば
、̂

は

第
11
1

|

2

.

番
目

'

の
短
期
費
用
曲
線̂

に
存
ず

.

る
.

こ
'

と
：

\

^

る
。'

.

.

:

" ,.
■
:ベ
 

'

.

.

攻
に
阎
楚
嚷
本
土
冼
產
湖
間
の
關
係
に
就
て
劈
察
し
よ
ぅ
デ
今
ブ
高
田
傅
电
が
^
利
子
論

! -

に
於
て
述
べ
ら
れ
粑
構
想
に
從
っ
て
、 

展
開
す
る
ご
と
、
す
るo

 

'
.機
械
の
場
ム
ロ
に
就
で
考
へ
る
、

.

^

* 1
C

^

- T
.

»

ホ
量
を
、

y

« l

に
機
械
の
壽
命
を.

、
Z '
:

軸
に
現
價
を
と
る
、 

■

g

J i

利
子
、.

賃
銀
、.

及
；び
需
要Q

狀
餚
が
卯
へ.

6

れ
：た
墩
合
.の
機
械
の
流.'

0

選

擇
. ?

れ
る
曲
線
で
あ.

る>

人
縣3

9

■■
:

.

以
h

の
こ
上
を
前
提
と
し
て
、
今
生
產
物
價
格
に

.

關
す
る
觀
敗
の
弾
益
が.

ブ
な̂

場
合
を
考
察
し
よ
ぅ
。
即.

ち
、
髙
田
傅
土
.が
示 

さ
：れ*

靜
態
的
蒋
察
か6

 

|

步
踏
み
出
し
：て
、

.

：—

的
均
衡
に_

げ
る
固
楚.

資
本
と
蚩
靈
期
間
の.

關
係

.

^

想
の
彈
力
性
が1

•

で
あ
る
か
ら
、、
投
下
資
本
の
現
價
の
變
化
率
と
、
機
械
の
現
：價
の
變
化
率
と
：は

.

相
等
し

.

い
0

'

現
路
を

.

1

.

と
す
.れ
ば

•
d

m

 

d
m

 

•
、

 

•

:

y
 

d
i

 

• 

d
k

 

' 

. 

.

/

.

.

,

*

な
る
，關
係
が
あ.

る
。
即
ち
、
此
の
場
合
、11

1
1

广1 1
1

2

は
部
分
的
に
は
直
線
と
な
り
、
巧
平
酣
に
對
し
、
四
十
五
度
の
傾
斜
を
示

_

す
。
併
し
豫 

想
のg

力
性
が
■

一
な
る
場
合
に̂

前
述
の
如
く
、
室
财
間
も
亦*

調
和
的
に
延f

れ
る
か

.

ら
、
羅
に
對
し
て
も
、

軸：^
 

對
す
る
と
同
檄
の
變
化
が
起
る
。
即
ち
壽
命
を

1

,

.

4

す
れ
ば
、

.
V

 

. 

'

....
 

-
 

.
 

I
 

.

貨
幣
的
均
鈴
と
决
鹿
針
逛

 

• 

八
！

.

(

六
ニ
七)



n
幣ノ
的
均
衡
と
生
m
訃
盛

八

(

六
ニ
八〕

p- & 
a.

一日

と
な
り
、
m l
/ 2

は
巧

•
 

g

,; z

の
三
平
面̂

對
し
各
み
ゲ
の
傾
斜
を
持
タ
に 

至
：る
で
あ
ら‘フo 
- 

- 

r

 

次
に
‘

豫
想
の
彈
カ
性
が
ー
以
下
な
レ
ば
、

.-

. 

:

 

.

. ,

'

'

,

、

V 

.

' /■
d

m

、
ン-

V
(X CL

O

圖
'

•.
:

2

な
り
、
機

黎

壽
# ,

は
短
縮
す.

る
？
豫
想0

彈
カ
性
が4

以
上
な
ら
ば 

逆
の
こ
と
が1

K

へ
る
。
但
し
、
以
上
の
こ
ゼ
ば
競
爭
財
の
作
用
を
海
慮
に

'
 

―.ニ 

ニ
;.
.

入̂

て
居
ら
' t

、
3̂

:

■

及
び
供
給
の
彈
カ
性
に
就
て
各
々
其
の
比
々
採 

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
蓓
稿
に
述
ベ
た
^ :

く
で
あ
る
。
の
み
な
ら
中
、

-

1 

第

，
以上のこ

‘

と
は
技
術
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
；で
あ
る
.。
固
定
資
本
を 

.

、
.

取
扱

.

ふ
場
合
は.

、
特
に
技
術
論
と
の
、調
和
に
於
て
新
理
論
を
樹
立
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
以
上
の
推
論
で
'は
同
定
資
本
の
み
を
切
離
し
て
考
へ

. 

た
が
、
级
論
、
勞
働
と0

共
働
に
於
け
名
純
限
视
会
產
カ
說
の
立
場
を
と 

•
•

る
ベ
き
て
あ
る
。

 

.

.

.

.

,

.

現
實
に
於
て
、
純
限
界
生
產
力

.

の
變
化
と
，限
報
迚
產
ガ
の
變
化
と
の
間 

,

に
は
、
何
の
程
度
の
相
違
が
布
す
る
で
あ
ら
、

.
>

.

か
'0

今
、.

重
'

H

業
に
對̂

-

る
鑛
業
の
生•

產
額
及
び
勞
働
の
坐
遽
カ
劝

g

化
に
就
て
、
此
，の
訐
算
を
行
ふ
に
次
の
如
く
な
る
。
先
づ
鑛
業
か
ら
重

.

H

業
生
產
指
數
へ 

の
限

#

變
形
率
の
變
化
は
、，

(

東
洋
經
濟
新
報
社
季
節
變
動
，調
！

S

指
數
に
依
る
。h

昭
和
十
三
年
三
月’
ょ

b

十
五

.

年
*

月
造
、' .
三
ヶ 

月
を
單
位
と
す
。}

九
.

ヶ
月
の
ラ
グ
が
存
し
、

k

の
相
關
度
尨
〇

•

七
七
で
あ
る
。
限
界
變
形
牵
の
方
程
式
は

.

■

:■
.

(
l

r

 

l

p

f

 S

-

 

へ

C2)  

.
 
s.
r
r.
7.
4

,*
:
 

■
 

.
 

■

(
3

}

ム
6

を
+

宰
5 

- 

,

,

(
4

J

 

.
4

4
?

1
7

 

.

 

’

 

.

 

/

.'
■

'

.

へ-

■

人-

へ-.-.

,

:
«*
.

:
,

.

.パ.

-

 

?
 

ノ
 
.

' 

.ぐ.....

で
あ
る
。
次
に
勞
働
指
數
を
加
へ
た
多1

兀
相
關
係
數
を
用
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、、
先
づ
多
元
和
關
法
に
飲
る
囘
歸
直
線
の
方
程
式
を
求
め 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
は
複
素
凾
數
論
の
應
用
匕
依
り
、
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と
置
く
こ
と
に
依
り
得
ら
れ
る
。
即
ち
、⑷
式
を
最
小
自
乘
法
に
從
つ
て
、
夫
、々a

b
 

c

d

に
就
て.
偏
微
分
す
れ
ば
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を
得
る
。( b

)

式
に

i

を
乘
史
れ
ば
、
⑷
式
と
な•

る
か
ら
、
右
の
結
果
を
盤
理
し
て
、
且

つ
c

+

B i
=

t

と
置
け
ば
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，

を
得
る
。
此
，の
結
姬
を
利
用
ん
て

"

勞
働
並
び
に
鑛
糜
，物
の
純
限- #

生
產
カ
を_

定
す
る
に
次
の
如
く
な
る
。(

榮
働
指
數
は
日
銀
勞. 

働
統
計
ノ
生
齑
傲
と
の
ラ
グ
は
十
五
ヶ
月

"

相
關
度

0

*

八
〇)

鑛
業
生
產
指
數
务W

、•

故
働
指
數
を
生
齋
量
を
名
と
す
。：
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.
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、即
ち

V

勞
働

2

鑛
業
と
は
代
替
關
係''

J ；
り

'

も
補
完
關
係
の
方
が
一
層
强
い
。
：
ハ
鑛
業
也
產
に
對
す
る
勞
働
と
重
：エ
業
生
產
の
影
響
は 

寧
ろ
代
# .

的
で
あ̂

0

、>

さ
1 -

、
^

の
澈
數
必
み
釔.

瓜
較
ず
作
ば
、
次
の
如< -

,

な
气
次
表
に
依
て
見
る
に
兩
者
が
接
近
し
た

0

は
第

.

1

ニ
期
の
み
で
あ
い
、
^
;̂

三
湖
卵
ね
象
で
#
#
離
の
典
妨
甚
し
ヾ
い
。
，
：
而
し
て
動

.
限
界
生
産
力
の
方
が
變
動
の
範
圍
は
小
で
あ
る
。
斯
の 

M
3•
5
7,
7
I.
6
-■
■
,

如
ぐ
、
^
界 _
霞
カ
と
純
限
#'
'
坐
產
:̂
の
隨
に
は
'
.;
ー'

^

•

_ 
.純
限
界
坐
產
カ
說
の
立
場
に
於
で.
、
殊
に
重
要
と
な
る
の
は
、
生
產
嬰
素
の
組
合
せ
の
變
化
で
あ
る
。
命
し 

，て
、
此
の
事
は
亦
' 
生
產
期
間
の
變
化
と
も
關
係•か
あ
る
。
先
づ
i
生

'*
嬰
素
の
結
合
は
、
' 如
何
に
し
で
行 

. B

3.
3
6.
5
4.
4-
は
れ
る
か
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
、次
の
如
き
靑
II
I
助
敎
授
の
說
明
が
あ

6

0

6

4〕

企
業
は
¥ 1g

な
る
二
種 

1

--
1

.

の
坐
產
財
を
結
合
し
て
、X

な
る
坐
產
物
を
生
產
す
る
。
先
づ
¥ 2

-0
惙

格

及

び

.使

用

高

%

所
與
と
す
れ
ば
、

I 

1
2 
S 
4
:-.-
'1も

有
利
か
ゲ
外
0-
需
要
1:
は.
其
(?
)

^
.|
|
位
の
增
加
に
依
ヵ
で
、
生
;1
>
る
收
入
の
增
分
と
支
出
^

表 .

#冗相關

第

單純相關

一
致
す
る
如
き
、
吠
い
さ
で
あ
る
。
即
ち

"

限
界
生
產
力
をM

V
1

P

限
界
費
用
をM

C

と
す
れ
ば
、

.

.

ノ

.
'

次
に
？.

巧
0

使
用
髙
及.

び
儐
格
が.

所
與
で
あ.

る
、
と

1
33
:

.

ふ
假

.

定
.
'を
撖
去
. 1
,

て
、.

其
* 0

供
給
凾
數
が
與
，へ
ら
れ、^ 1

^
^

の
關
係
に
從
つ
て
結
合
さ
れ
る
と
假
觉
す
る
。
以
上
で
前
提
さ
れ
た
生
産
財
の
結
合
の
仕
方
は
、
此
の
經
營
單
位
に
と
つ
て
の
各
生
摩 

，嬰

素
. ©

限
界
費
用
が
唭
か
限
琚
坐
谛
汸
に
比
抓
す

る
：：

ど
き
'
實

故せ
ら
れ
るo

 

'幺
を
坐
產
涵
货
す
れ
ば
，

:'
-

'

で
，

'

•■.

M
C
I .

M
C2  

0
4 

M
Q2 
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…
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.

V

.
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乂
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v

p
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ノ
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l
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Q

2
 

ゾ
、
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■

今
、
坐
產
財
の
、組
合
が(2

)

に
從
つ
て
費
用
極
小
な
る
如
く
行
は
れ
る
と
す
る
。
然
る
に
、
生
產
財
の
亂
合

0

灶
方
が

1

.

定
せ

,

る
場̂

.

.

1

^

1

1

-

M
V

P
l=

M
C

l;M
'VP2  =

 M
C2  ...........

(3
)  

“

4な
る
大
い
さ.
に
定
ま
る
。 
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.
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v
w
v
l

十

:::

で
ぁ
る
：が

、利
潤
は

一

:
1

生
產
財
¥ 1

?

'

を
如
何
に
組
合
せ
名
か^

依
存
す
る::

0

/

へ
今
吟
第
四
圖
の
抓
く
バ^

矽
命
面
ダ
海t

れ
ば

1

此
の

.

.
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.
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平
而
上
の
點
は
、
其
の
組
合
を
表
は
し
、

.

從
つ
て
、
各
點
に•

成
る
大
い
さ
仍
利
澗
が
釾
應
し
て
居
る
。
今
、
共
の
點

U

對
應
す
る
利
澗' 

•

か
和
等
し
い
抓
を
泌
ね
て
曲
输
を
作
り

.

、
等
利
線
と
呼
ぶ
。(

3 1
C 2
0 3…

…

は
共
の
シ
ス
一
ア
ム
を
示
す
。

)

各

生

產

財

に

就

.
て

限

界

私

益 

»:

減
の

.

貌
則
が
菱
配
し
、
：：

&

產
物
需
要_

線
#

_

身
廳
驗
脉
佻
齡
曲
線
於
鉑
あ
か. 0

)

攥
合
：に
は: '

'

#

等

利

繁

應
_

中̂

、.

.
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骱
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八

六

(

六
三
ニ)

る
頂
點
を
有
し
"
其
を
中
心
と
し
て
、
漸
次
四
方
に
下
つ
て
行
く
で
あ
ら

ぅ
。

'

、

.

 

_

 

、
 

-

:
明
ら
か
に
此
の
頂
き
*
?
が
(3
)
の
ニ
條
件
を
滿
足
す
る
點
で
あ
る

。a
 

爲.
ぼ
夫
々
■
Y2
龜
：忆
鄴
す
6:
蒂
^
^
線
が
等
利
線
七
切
す
.る
切
點
の
軌
眺 

で
あ
る
。
又
、
或
る
1
產
髙
無
差
別
線
上
に
於
で
、，抓
潤
極
大
、
費
用
極 

小
な
る
點
は
、
其
と
等
利
線
0.
切
點.
で
あ
る
。
こ
;0
切
點
0'
軌
跡
ナ
，
の
方 

涸
式
が(2
)
で
あ
る
。
從
っ
T
P
は
曲
線
び
が
ァ
の.
交
^
で
あ
る
。
し

.

.
;:
:
以
上
の
引
用
に
依
て
、
：.

財

の

組

合

せ

と

利

潤
.0
關
係
が
明
ら
か
と._ 

な
る
。
次
に
問
題
と
す
べ
き
は
坐
產
財
の
組
合
せ.
の
變
化
が
、
如
何
な
.
ふ 

仕
方
で
？
點
を
移
動
せ
し
む
る
か
で
あ
る
。
沈
線
の
變
化
と
^
線
の
變
化 

.
は
性
質
上
*
同
じ
も
の
で
；あ
る
か
ら
、

.Q
i

線
と
ァ
線
の
變
化
を
考
へ
れ
ば 

良
い
。：?
P
の
移
動.
を
惹
起す

..

る
原
因
と
し
：て
は

、
'

(l
)

x

の
fi
.^.
の
變̂

 

g
v l
又
は
V2
の
收
名
力
の
變
化-
g
v l
h
の
價
格
の
變
化
、を
擧
げ
得
さ
。 

(2
)
g
は
靡
實
上
、
同
様
の
說
明
が
可
能
で
あ
る
。
(1
):
の
變
’化
は
、
/1
V2
の

' 

慣
格
及
び
收
益
カ
0-
變
化
の
比
が
一

定
な
る
時
は.
、餘.
り
重
要
で•は
な
い
P 

從
っ
て
、
此
所
、で
は
、£

'
を
中
心
に
考
へ
ょ
ぅ
。.

'

^

^

^,̂
:

先
づ
、
V2
の
生
產
力
の
增
加
率
が
ょ
り
大
な
る
時
は
、
：

(

或
ひ
は、&

の
侦
格
に
關
す
る
豫
想
の
彈
カ
性
が
よ
り
小
な
る
時
は
、

)

0

線
は
V 2

軸
に
沿
つ
て
、
犮
上
方
に
移
動
し
、

?

鄹
の
軸
跡? .

?,
|

^

:

:

.

、

は
3

軸
に
對
し
、
四
十
五
度
よ
り
大

'

に
し
て
、
九
十
度
よ
り
小
々
る
、
方
向
係
數
を
有
す
る
曲
線
と
な
る
。
，

(

同
時
に.

、
«

線
は

$

軸
. 

に
沿
つ
て
左
方
に
移
動
す
る
。

)

r l

軸
に
對
す
る
方
向
係
數
は
、
零
度
以
土
、
四
十
五
度
以
下
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

.

汉
線
は
靑
山
肋- 

敎
授
が
示
さ
れ
た
如
く
、V 2

軸
に
對
し
、
四
十
五
度
以
下
の
角
を
爲
し
て
變
化
し
、
此
所
に
厂
點
が
定
ま
る
广
併
し
ス
卩
严

…
…

の
軌 

，

'̂
'

，-
，
，■
跡

は

堪

に

乎

师

上

を

歡

す

る

丈

で

は

 

零

度

以

上

-
の 

,

傾
棘
を
捣
す
。

■

ご̂̂
^

V1
V2
の
愤
格
に
關
す
る
ー
へ
數
赴
に
關
す
る
場

•合
と
は
一
般
の
場
合
、
逆
數
關
係
に
立
つ
が)

丨
豫
想
の
彈
カ
性•か.
等
し
い
場
合
、
或

. 

.

.

ひ
は
兩
者
の.
次
益
ヵ
の
增
加
霞
が
等
し
：い
場
合
に
は.
、.
汉
線
れ
線
は
夫
々
、
V l
- V

2

':
i

t

t

に
對
- 1
>

百1H

十
五
度.
の
為
を.
爲
し
、/
ァ
線
は
”
奶 

.

軸
，

S

し
、
5°

の
角
を
持
つ
て
變
化
す
る
"
卩
點
が
立
體
的
-に
ム
方
忆
移
動
す
る
か
否
攸
は
父
の
價
格
の
變
化
に
移
存
す
气
こ
の
場 

'。
、
ぺ
、
合
、：：><-
の
11-
格
に
關
ヤ
る
齓
想
の
癍
ヵ
性
が
—*
な
ら
ば
：<
現
在
の
揚
令
、''-
凡
て
騰
貴
を
臌
定.
す
る)

を
點
は
1̂

¥2
^

.

上
补
す
る
。
而
し
て
、

r

線
も
、
び6

線
も
¥ 1
¥ 2

に
對
し
、
同
ー
の
傾
斜
を
持9

。. 

.;,

'■.'

.:
、

' 

取
の
場
合'

 

P

F

…
…

が
¥ 1

:

1

平
面
に
對
し00
以
下
の
角
を
持
ち
つ\

、.

上
昇
す
る
ふ
說
い
た
が
、
勿
論
こ
れ
は
、
>
<
の
豫
想
の
彈
カ 

饨
が
VI
の
其
よ
り
も
大
な
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
而
も
こ
の
場
合
に
は

0

線
の
¥ 1
¥ 2

而
に
對
し
爲
す
妁
は
次
線
の
其

.

よ
り
も
大
で
あ'

'、

り
、
汉
線
は.
其
の
中
問
に
位
す
る
。
P
削•
は
こ
の
三
點
か
ら
距
離
が
最
小
な
る
點
に
定
ま
る
。
®
し
X
S
想
：の
#
*
^
が
、
¥2.
に
及..

.

文
'な
け
れ
ば
1̂
點
は
/1
/2
而
に
對
し
下
降
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
、
此
の
場
合
に
-̂

汉
沒
ァ
線
の
位
置
の
關
係
は
前
士
同
鐡
で
あ
る
。
.
；
 

以
上
の
推
論
は
靑
山
助
敎
授
も
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
輒
占
を
前
提
t
T.

f
が
、
此
を
不
完
全
競
爭
論
に
持
ち
込
P
C-
と
は
差
支 

..

.

へ
あ
る
ま
い
。
而
し
て
第
ニ
‘の
場
合
が
-*
幣
的
均
衡
に
相
當
す
る
わ
け
で
あ
る
。
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;
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幣
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^

は
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近
似
的
に̂

«

に
對̂
5 0

.

0

傾
斜̂

^

布
す
る

.

直
線
上

.

に
長
軸
を
有
す
る
稽
圓
と
見
る
こ

.

と
が
出
來
る0 

#
っ
て 

.
其
の
中
，心
の
座

.
標
を( .
nvn)

、
'
i す
れ
ば
、.
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.
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.
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へ

な
^ .

立
避
读

.

で
乐

'.
§

办
る

.

曲
線
群
と
な
る'

。.'
;

而
；じ

て
PA
. 

は
：、.
v l

.' 0
-

.

豫

想

め

：
彈

ガ

独

が

ょ

り

大

な

，
る

時

に

は

、

^

w

に
對
し
，
 

四
十」

.
a

度
以
下
の
方
向
係
數
令
衔
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
楕
圓
の
中
、

4

と
な
る
軸
に
對
し
て
は
、
九
十
度
以

h

の
方
向
係
數
を
有
す
る 

こ
と
、
な
り
、
一
般
に
さ

f
t

數
.C
D

O

か
ち
仄
迄
の
區
間
に
於
け
る
變
化
の
型
式
を
と
石
。
V 2

の
豫
想
の
彈
カ
性
の
方
が
大
な
る
時 

に
は
、

5

^ |

數
が

0

ょ
り

1<
:

迄
の
區
間
に
於
て
取
る
値
に
相
當
す
る

0 

/ 

la
l

s

資
本
の
壽
命
を
計
筧
す
る
に
當
つ
て
、

1

要
な
及
割
を
演
ず
る
の
！

T

機
械
の
操
業
度
で
あ
る
。
こ
の

.

點
を
詳
細
に
述
べ
•る
こ 

と
は
、
到
底
川
來
な
い
が
、
只
、

'

從
來
の
最
適
操
業
度
の
概
念
は
、
全
く
靜
態
を
中
心
に
考

•

察

せ

ら

れ

た

，
も

の

で

あ

り

、

旦

っ

、

減

價 

偾
却
率
と*

機
械
切
運
轉
速
度
の
變
化
と
の
關
係
を
十
分

.

y

考
慮
し
て
焐
な
い
こ
と
は
、
指
摘
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
動
態
に
於
て
ま
、 

當
然
、
機
械
の
運. $

#

速
度
は
變
化
す
る
。
即
ち
、
靜
態
に
於
て
は
等
迹
度
の
原
則
が
烫
亂
す
る
の
に
對
し
.、
動
態
に
於
て
は
不
等
速
度 

の
原
則

|

.

假
に
さ
ぅ
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

一

が
交
配
す
る
か
ら
、
運
轉
速
度
の
變
化
と
.沿
耗
率
の
變
化
と
の
關
聯
を
明
確
に
す
べ
含 

で
あ
る

,- ©

今
、
此
の
點
を
十
分
に‘說
く
丈
の
餘
裕
は
な
い.’

か
、'

假
に
、
短
期
的
に
見
て
、
蒋
察
を
简
單
な
ら
し
む

.

る
爲
、
沿
耗
率
が
運 

-

轉
速
度
の
咐
架
に
苦
例
す
る
と
し
ょ
ぅ
。

•

ヒ
ス
ト
ン
の
例
を
と
れ
ば
、
靜
態
に
於
て
は

*

•

等

麗

で

、あ
る
か
ら
、

.
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=
:

:
:

\
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r
(

s
i

I
l
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十
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c
o

n
s

t

し....

と
な
る
に
對
七•

動
態
に
於
て
は
、
先
づ
貨»
的
均
衡
の
場
合
を
考
へ
る
と
、
等
加
速
度
の
跻
則
が
吏
配
す.
る
も
の
、
如
く
で
ぁ
る
。

.

•抑
ち
、
偵
撕
騰
貴
の
過
程
に
於
て
は
、
物
價
に
關
す
る
« .
想
'0
^
^
性
が
ー
に
し
て
、
產
業
の
膨
脹
^
が
一
定
な
‘の
で
あ
る
か
ら
、
當

.  

然
操
業
度
の
墦
加
难
も
一
定
な
る
譯
で
あ
る
。
尤
も
、、

一
般
に
ホ.
丨
ト
レ
ィ
の
所
謂
資
本
の
豸
a
es.
n
g
が
行
は
れ
、
大
企
業
と
小
企 

業
で
は
、
此
の
^
は
等
，し
く
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
此
の
點
は
改
め
て
、
事
實
と
對
照
せ
し
め
で
、
質
の
、經
濟
學
と
し
て
考
慮
す
ベ..
ぐ
、.

’

,

本
稿
で
は
塔
らf t

會
金
體
と
し
て
、
而
し
て
、
：
代
表
企
業
と
し
て
の
立
場
を
考
察
す
る
こ
と
に
す

.

る
。
即
も
、
貨
幣
的
均
衡
に
於
ズ
は

'、
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*  

•
な
る
關
係
が
成
立
す
る
。
而
し
て
、
運
轉
速
谀
の
增
加
に
依
る
，
減
惯
の
壻
趣
は
、
偾
格
の
騰
货
に
戡
づ
く
現
價
の
增
加
に
依
り
相
殺 

'
さ
れ
る
。
勿
論
、
減
偾
も
咐
價
?>
•
無
い
と1K'

ふ
，の
は
、
短
期
的
に
考
へ
た
場
合
に
服
&
の
で
あ
つ
て
、
畏
期
的
に
見
れ
ば
、
機
械
の
運 

轉
速
度
が
增
加
す
る
こ
と
は
、
邦
の
技
術
的
壽
命
を
、1

矩
の
率
を
以
て_

-

こ
れ
が
如
何
な
^
形
を
と
る
か.
は
、
機
械
喂
の
取
顧
：ふ

. 

べ
き
間
題
で
あ
る——

短
縮
化
せ
し
め
る
か
ら
、
假
令
時
惯
が
增
加
し
た
か
ら
と
茇
つ
て
1
相
殺
し
得
ざ
る
點
が
必
然
的
に
生
ぜ
ざ
る 

,
.
を
得
な
い
。
こ
の
而
か
ら1K

つ
て
も
*
貨
胳
的
均
衡
が
、
終
極
的
に
は
、
破
壞
せ
ら•
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ.
と
は
明
か
で
あ
る
。

.

上
へ
の
梁
粮
過
程•か
起
り
つ
、
あ
る
と
き
は
、
時
價
の
增
加
は
、
M
轉
速
度
の
咐
加
ょ
り
大
A
あ
り
、
坐
產
の
咐
加
が
、8

|

要
‘の
增
.：
 

加
に
伴
は
ざ
る
如
き
现
象
を
§:
起
す
6
。
こ
の
場
合
に
は
、.
機
械
の
1
1轉
漣
度
も
、
敗
横
的
に
增
大
し
て
行
5
、J-
fc
ハ
の
技
術
的SI

命
は
、

•

念
速
に•
、
思

積

的

运

縮

化

せ

ら

れ

る

。

■元
來
、
技
術
的
壽
命
i
經
濟
的
壽
命
と
は
切
離
し
て
、
海
察
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
の.. 

點
は
、
他
日
、
ょ
り
群
細
に
蒋
察
し
て
見
た
い
。
下.
へ.
の
累
镇
過
|§
が
起
つ
た
時
に
は
、
當
然
、
逆
の
狀
態
に
な
6
ぅ
。
ノ
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貨
幣
的
均
衡
純
論
の
抑
檢
討
：

j

に
於
て
、
公
稱
資
本
に
對
す
る
狒
込
資
本
の
比
を
以
て
、
坐
產
唧
間
の
指
標
と
し
れ
が
、
此
の
方
法 
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•
,

量
の
佾
加
分
の
關
係
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
へ
貨
§

本
の
眾
位
は
茛
萬
圓)

今-
九
ヶ
月
の
ラ
グ
を
と
れ
ば
、
上
表
の
如
き
系
列
を
得 

表

ミ

^
4
U
6
2
8
U
5
U '

る
。
其
の
相
關
度
は
、
〇
•
六
六
で
あ
る
。
戰
時
辉
碑
'の
影
響
を
考
慮
し
て
、
初
の
ニ
項
を
除 

*  

f 

_ 

.
一

 

-

け
ば
、
相
關
度
〇
•
七
三
を
得
る
。
此
に
對
し
、
前
述
の
な
吕
1
0
に
れ
弊
し
た
组
產
期
、間
を 

I

 

2
2
3
2
8
2
5
6
諶
準
と
す
る
、

.

现
論
的
方
法
が
ど
れ
丈
の
確
實
性
を
布
す
る
か
を
考
慮
し
て
見
ょ
ぅ
。
先
づ
、 

;
此
0
場
合
:^
は
、.
：該
期
間
职
前
切
資
料
に
基
づ
い
：て
、
事

_
前
的
に
'ー
フ̂

を
決
定
す
る
の
で
な
け
^
^
意
味
が
な
：いo
'此
の

意
味
に

於
T
0 

叫
題
と
な
る
の
は-
昭
和
十
三
华
下
半
期
以
降
で.
あ
る
が
ら
、
其
の
直
前
の
期
問
だ
ジ
昭
和
十
一
苹
の
筋
四
叫
卬
期
か
ら
眼
和
十
'三
苹 

の
第
！
四
半
期
迄
の
六
项
の
ラ
グ-
相
關
度
1
及
び
拂
S

本
金
の
公
稱
资
本
金
：

4.

對
す
る
比_

(

純
增
加
分)

が
參
骋
と
な
る
。.
此
の. 

..
意
味
：に
龙
1-
1
期
間Q

寶
求
及
：び
坐
產
觉.
の
：系
列_

見
：る
に

';
>

浃
表.
の._
く
.で̂

る
。
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1 1

從
つ
て
、

ー
华
の
ラ
グ
を
置
い
て
許
箅
す
る
に
、
相
關
度
〇

•
，九
一
を
得
る
、
從
.つ
て
當 

^
 

,
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•
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該
期
li
n

に
於
け
るI

込
資
本
の
公
稱
資
本
で
對
す
る
比
率
が
、

ー
ヶ

¥

の

生

產

期

間

，
に

相

當
 

三

g

M

8

l l
3

1 5
1 4
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一
 

一
 

一
 

一
 

•

す
る
0 .

當
該
期
間
の
桃
込
資
本
の
梢
分
の
公
稱
資
本
忆
對
す
る
比
率
は
、
次
表
の
如
く
で
あ 

.
1 .
.

4

1

2

-

3
 

4

1

2

 

3
 

4

 

1

る
。
從
つ

T

生
產
期
間
指
數
は■
九

.^ '

パ.

1

セ
ン
■

ト
て
あ
り
、
此
が' 

i

ヶ
年
の

-

7

グ
に
.相
當
す 

為

1

1 2
1 3
’

h

る
譯
で
あ
る
。
此
を
問
題
の
期
間
に
應
用
す
る
に
次

K

第
五
麥
の
如.

き
結
梁
を# '

'

る
。.
.

即
ち
、

1

均̂

ク
九
ヶ
月
は
、
，先
に
求
め
た
統
n t

的
方
法
の
結
艰
と
一
致
す
る
。
更
に
此
の
理
論
的

1

切
信
轍
度
を
求
め
ょ
5 .
..。
八 

ケ
月
の
ラ
グ
は
補
問
法
也
施
し
て
2 -
3

‘

は
九
ヶ
月
の
ラ
グ
へ
、

1

3

は
六
ヶ
月
の
ラ
グ
へ
と
分
割
す
る
。
斯
く
サ
第
し
直
せ
ば

、

. 

新
な
る
系
列
を
得
ろ"

軋
の
相
關
度
は
〇•

五
五
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

•

冗
來

*

初
に
一
ヶ
年
の
ラ
グ
を
定
め
た
時
の
相
關
度
は

o

r

 

九

L

で
あ
つ
た
か
ら
、
此
と0 .

比
を
採
ら
ね
ば
、
眞.

の
信
賴
度
は
得
ら
れ
な
い0 .

從
つ
て
事
前
訏
箅
に
依
る
相
亂
度
ぬ
六
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13
合

, m 四 表

公稱資夺 拂込资本.

四半期

4
1
2
3

. '4  
1

、 加分 

, 9 4  
148 
141 
159

、 卿  
. 13

增加分

83
110
146
159
142
28

計 687 ' 668

第 五 - 表 ，、

公稱資本 拂込資本

推定ラグ（月） 
9 

10 
9 
8 
9 
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5 5
B 4

4 0
3 4
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1 3
1 4

昭
和

'

：

.

.

•

ト
で
あ
る
。
比
を
事
後
的
計
箅
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
す
れ
ば
、
求
む
る
信
賴
度
は
八
ニパ

--

•セ
ン
ト
で
あ
る
。
而
し
て
生
產

-
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.
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.

搆
造
の
變
励
せ
ざ
る
短
期
間
^
>と
る
程
"_
此
の
信
賴
度
は
大
と
な
る
で
ぁ
^
ぅ
。
但
し
蕋
準
指
標
を
求
め
る
に
は
、
餘
り
に
項
數
が
/]
'

_:

ノ 

■

な
る
こ
と
は.

.

反
つ
て.

危
險
を
招
く
こ
と
、
な
ら
ぅ
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最
後
に
、
貨
幣
的
均
衡
と
不
免
金
競
爭
理
論
の
關
係
を
，1
赞
し
ょ
’̂0
抓
の
點
に
於
て
最
大
の
示
唆
と
な
6
の
，は>
>
グ
ー
の「

靜

態
.'
'
:
•

 

の
經
濟
羅
し
で
ぁ
る
。
元
來
、
ビ
グ
I
が

一

豸
 

一

¥
の
新
著
r

M
傭
と
均
衡」

に

於
て
^
ベ

た「

流

動

龙

衡

」
の
，！ I

念
は
霞
の
率 

.

.

.

森
給
の
率
と
が
相
笠
し
く
な
る
と
1
2
點
に
於
て
、
貨
幣
的
均
衡
の
半
面
に
就
て
述
べ
て
居
f

の
と
見
る
こ
と
が
出
¥
る
。
從

つ'

て
、
ビ
グ
ー
の
推
論
を
貨
胳
的
均
衡
理
論
と
結
合
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
0
ピ
ガ
ー
が「

本
論
を
通
じ
て
、
多
く
の
植
類
の
消
#
財
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二
八)

は
常
に
同
じ
相
對
惯
値
を
持
ち
、
同
じ
割
合
で
生
產
さ
れ
る
と
假
定
す
る
。J
s
i
と
述
べ
て
居
る
點
は
*
M
に
一
般
汜
し
て
、rv-  

て
の
消
费
,M
は
同
じ
豫
想
の
彈
力
.^
を
持
ち
、•同
じ
變
動
率
で
坐
產
さ
れ
る
。」

と
'す
る
こ
と
が
出
來
る
。
斯
く
す
れ
ば
我
々
は
^) 

の
代
り
に
信
を
. '
抑
の
化
りね

！
！
？

を
用
ふ
べ
き
で
ぁ
る
。

，•
 

, 

' 
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■

斯
く
し
て
、
ビ
グ
丨_

の
均
衡

0

條
件
は
次
の
如̂

書
ぎ
改
吻
ら
れ
る0

但
し
、

e

は
豫
想
の
彈
力
性
を
承
す

o
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M

m

と
均
衡」

に
於
て
は
、
尙
、
雇
傭
の
乘
數

i

貨
幣
乘
數
に
關
し
て
重
嬰
な
，問
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
點
は
觸
れ
な
い

:

■
:

.こ

と

.、

，す

-る

0
'

.

,

:

.

、
 

-

:

!

-

-

 

'

:

史
に一 .

歩
を
進
め
て
、
貨
幣
的
|?衡
に
於
け
る
完
全
競
爭
と
不
完
佥
兢
寧
の
相
違
を
見
ょ
ぅ
: 0

ピ
グ
ー
が.「

靜
態
の
經
濟
摩J

に
於 

■'
ト
^
論
じ
て
居
ん
點
ば-
氣
得
仏
分
配
^
^
 ̂

ー
問
亂
で
釦̂

靜
顧
-̂

於
ヤ
ほ
ン
哪̂
か
に
ー
完
全
に
均
窗
的
、

:

ー；
い
.
ま

獨

：
.
1£の..
下
：に
於
で
ば
、
；完

垒

競

钥

0-
:下
匕
於
け：̂̂ ̂

雇
傭
者
が
坐
產

■■.. 
'
一
 

•

、要
素
をexp

lo
it

す_
6
程
度
は
、
需
婴
の
^R

蚀
と
逆
相
關
す
る
。(

飩
5〕

以
上
が
第
一
の
問
題
に
對
す
る
ビ
グ

I

の
懈
答
で
あ
る
。

こ
れ
を
貨
幣
的
均
衡
に
移
し
て
考
へ
，れ
ば
、
、所
得
の
增
加
率
が
問
題
と
な
る
こ
と
U
、_
M
々
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
均
窗
的
獨
占
の
下 

.

に
於
て
も
、
'

全
競
爭
の
下
に
於
て
も

•

生
產
要
素
の•
受
取
る
分
配
額
の
變
化
率
は
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
-即
ち
絕
對
額
は
小
で 

あ
る
が
し
咐
加
率
は
相
等
し
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
需
要
の
彈
カ
性
が
一
以
上
な
る
と
き
は
，
豫
想
の
弾
力
性
も
亦
、
共
と
同
じ
丈
の 

絕
對
倘
を
と
ち
ね
ば
^
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
堦
加
率
に
於
て
、
屈

傭

奔

が

生

動

要

素

を
す

ろ

程
度
は
小
と
な
る
で
あ
ら
ぅ 

.

が-
同
時
に
、(

或
ひ
は
ょ
り
以
前
に)

貨
幣
的
均
衡
自
體
が
孤
壞
さ
れ
る
に.
至
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
犁
に
增
加
率_
に
，
於

け

る' 

e
x
p

lo
it

の
み
を
問
題
と
す
る
'な
ら
ば
、
斷
態
に
於
け
る
と
異
り
、
需
要
の
彈
カ
性
と
豫
想
の
彈
力
性
の
比
を
採
つ
て
考
察
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

. 

■

>

.

.

■

 

•
- 

,

、第一

一
の
問
題
に
修
ら
ぅ
。
ピ
ダ
ー
の
所
論
は
大
凡
次
の
如
く
に
要
約
さ
れ
る
。「

全
體
競
筚B-round  com

petition
.

の
下
に
於
て 

は
、g

 fa§r-g
ro

ザ

：皆̂
-

に
变
拂
ば
れ
る
寧
は
凡
て
の
產
業
に
於
て
同
ー
ヤ
あ
る
ゾ

^
此
の
支
剣
率
は
ノ
各
產
業
に
於
て
：
仅
人 

的
な
限
界
生
；產
物
の
傲
値
に
等
し
ぃ
。
此
に
對
し
、
全
體
獨
占
の
下
に
於
て
は
、

(1
)

一
 
般
價
値
で
示
し
弋fa

c
s
r-g

rl

dt
l

，へ 

、

の
支.

®
凡
て
の
產
業
に
於
て
、
同
，一
で
あ
る
9
(2
)
此
の
支
拂
率
は
共
働
の
限
界
坐
產
物
め
價
俯
に
等
し
ぃ
。
全
體
競
S

下
に
於

、

货
幣
的
均
，
、
衡

と

S

前

气 

:

■
く 
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的
均
衡
と-
1.
货

截
.
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'
九

四
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六
四
、〇〕

P 

lli

翻II

細
蒙
|_
_

福
稅
浓
產_

於
^
?,

遽
齡
物
の
1

が
相
等
し
ぃ
。
此
に
對
し
、
全
體
獨
占
の
卞
に
於
て
は
、
共
働
的
限
#
I
物
の
：

:

囉

簿

驚

：：：
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と

す

れ
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霉
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雾

'y
:v
v
'

生
產
耍
素
の
分
配
骱
態
は
き
化
し
な 

/ 

, 

'い
。
併
し- 

,
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.

'

.
■:■ 

- 

.
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■.
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T
s
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T

4

T

到
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 ̂

,

'.

觀

興(

:>-;;一
，
：
ぐ
、
な

、

を
ょ
り
高
く
す
る
如
く

-»
•
坐
龍
要
素
は
：

$

分
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。(

說
^
而
し.
て
、
ー
。ヒ
；
ダ
ー
は
需
要
の
彈
カ
性
と
共
働
昨
眼
界
生
產 

.

..カの
师
力
性
と
の
關
係
は
、w

andom

で
あ
る
と
宏
ふ
。
併
し
乍
ら
、
動
態
：に
：於
て
は
、
需
耍
曲
線
も
、

..
供
給
曲
線
^
、
：
.
共
に
.豫
想
價 

格
に
支
配
さ
れ
て
動
く.
の
で
あ
る
か
ら
，
兩
齊
の
關
係
を
以
て
、
車

にw
andpnl: .

で
あ
^
と
故
置
せ
^
し
て
、
ょ
む
ー
層
0
分
浙
を 

行
ふ
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ら
う
。
貨
嘴
的
均
衡
に
於
て
"
豫
想
の
彈
カ
性
を
l.
:
iす
れ
ば
V
上
述
の
：ビ
ダ
！

の
推
a ，
は
次
の
如
く

.

な̂

ば
、
：兑
產
業
厶
耳
產
業
に
於
け
を
生
產
要
素

®

加
荦
は
相
等̂

.

.

-
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-
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-
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.
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■ ;
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な
ら
ば
、
：I I

:
:塗
業
に
於
け
る
雇.

の
增
加
率
は
ょ
り
大
で
あ
ら
而
し
て
其
, 0

差
が
大
と
な
れ
ば
パ«

幣
的
均
衡
は、

(

R

と
@
が

.

 

'

.

.

て
-

.

.

.

•

'

.

.

.
:•
.
，
：

 

•

.

聯
關
財
に
非
ざ
る
限r

、)

破
壞
せ
ら
る
、
に
至a

。 

' 

•

然
ら
ば
、斯
く
如
く
ゾ
根
本
的
な
る
踅
要
性
を
对
オ
る
需
耍
の
變
動
率̂

、
供
給
必
變
勸
难
と
の
陳
に
滅
如
何
な
る
關
‘係
が
存
す
る
で. 

あ

ら

，
シ

か

。
此
の
關
係
は
取
に
ビ
グ
一
の
如
く
、random

で
あ
る
と
し
で
囘
遞す
る
こ
と
は
許
^.れ

：.

な
い
o
此

.-
0
點
に
關
し
て
も
ソ 

菩
々
は
選.

の
理
論
に
迄
遡
つ
て
、
装
察
を
進
め
ぬ
ば
な
ら
な
い
。
今
•
生
谨
婴
素
？̂

を
用
ひ
て.
坐
產
財
^
::
2/*
生
適
す
石
企
業
を 

彩

へ

る

。

限

界

部

分

に

就

-^
妨

財»

は.
a.
の
み
ょ
り
、
，y
は
も
の
み
か
ら
坐
適
さ
れ
石-
假̂
定
す
る
<>
'(

此
は

.̂

ィ
：01
ク
の
1>0泛 

c

f
の
場
合
に
相
當
す
る
。)

!!
に
、
0
ダ
の
需
耍
の
弧
カ
性
は
相
等
し
ぐ
、
れ
ゎ
の
供
給
め
彈
カ
性
も
相
等
し
い
士 

、
假
定
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
’ a
b
の
需
要
に
關
す
る
無
差
別
曲
線
と
，
％
ジ
の
佻
給
に
關
す
る
無
羌
別
曲
線
と
は
站 

1
|
1
咚
如
X
、.
ま
瓜
を
»
艇
線
玉
す
>̂
:
:1
:
角
：双
幽
線
を
形
成 ̂

:豫
/.
 ̂

粗
利
澗
を
表
は
し
，、
Q
は.
0
5ゎ
の
購
入
に
嬰
す
名
費
用
を
汞
す
。
即
ち
、
、.a,
bの
購
入
は
豫
想
粗
利
澗
^
に
吏
配
せ
ら
れ
、
$ 
y.の
販 

ン
賣
は
#_

概
及

:̂

卖
：賢

れ
.

る
_

;

ー
；
：
般

以

各
1>
*
の«
槊
無
差
別
&
線
%,
:

ぃ̂
^̂
^

a

a u
a

=

b

dD *

-

 

v

\

■
で

示'̂
れ

る

。
パ

：

.
‘

.

.
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食

體

賴f

顏

針

想：

錄

：

圖五第
九

六

G

ハ
四
ニ〕

次
に
、
問
題
と
な
る
の
は
、 

V」

支

出

赕

選
.

M

び
購
人
擁
張

線
、

®

,

t

D
DA&

.

.

.

.

.

.

.及
び

m
^
h

.

.

.

.

.が
取
る
軌
跡
の

形
狀
で
ぁ
る
。
此
は
當
然
粗 

•:
:
'

1

:.
1

費
用

--
:

0

差
額
に
支
配 

•

§

れ
る
。
初
の
狀
態.

に
於
て
、 

べ
觀
败
益.

が
2

> ;

總
費
：用
が̂

.

 

で
あ
令
と
す
る
。
今
、、.企
業 

が
樂
觀
的
な
激
想
を
懷
き、

' 

指
P

1

如
需
摄
無
差
利
瓶
線 

か
が
：ヾ
指
標2

.

の
：

へ
；移 

':'

動
.

し
れ
と
ず
气

'

粗
收
益
は.

. 

.

.

£

か
ら

£

に
僧
加
す
る
が
、

ぺ

通

常

の

場

合

、
：
此
に
伴
つ
へ
て 

費
用
も
亦
切
か
ら
敬
に
增
加 

.

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
く
て

生
®

！： f

無
^
別
曲
線
も
當
然
、の
結
來
と
し
：て
，
指
標

1
か
ら
2
へ
移
動
せ
ざ
も
を
得
|な
い
。.
£?2........
は
通
常
、
三
つ
に
分
け
■て
蔣
へ

る
こ
と
が
川
來
る
。
即
ち*

財
见
め
豫
想‘
の.

彈
カ
性
と
ダ
の
其-

^

が
相
等
し
い.

場
合
！2

は
?

0

"

は
共
に
％
軸
に
對
し
四
十
五
度
の
傾
斜 

を
爲
す
直
線
上
を
移f

、
D

S

.

も
亦
、
該
直
線
上
を
移
動
す
る
。
、財y

と
财

b

の
價
格
に
關
す
る
：豫
想
の
弾
カ
独

©

比
.

が
、

..

.
'
:財
‘

ド
と
：
 

財
a

の
共
ょ
り
も
小
な
ゐ
と
き
は
、
無
差
別
曲
線
は
次

.

第
に
直
角
双
曲
線
か
ら
遠
ざ
か
り
. '
'
p

p l
P 2

:

:

.

;

は
：^

軸
に
對
し5°
以
下
の
傾

.

、
斜
を
葙
す
る
曲
線
と
な
り
、
a l
Q 2
3 3

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

は
マ
ィ
ナ
ス'

四
十
五
，度
以'

下
0

傾
斜
を
有
す
：る.

曲
線
と

.

な
.

る
。
、
此

&

つ
て
1 )

1)
,

;

丨̂
^

P2
:

•…

が
出
軸
に
對
し
て
爲
す
角
ー
ょ
り
も
|!
に
小
な.
る
紙
斜.
を
' 尤^
^
、對
し
‘て
持
つ
;0
8
^
‘

…

丨
に
就
^
-̂

同
様
の
こ
と
^

^

へ
る
 々

而
し
て{
^
ぺ̂
：
ィ
及
：
び
8
:̂
‘，
：0
軌
»
は
-
般

に

■ 

.  

V
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;■

の
：形
を
と
る
。
Dw
:…

，s
w
•…

.
，の
軌
跡
がsi&

」 (H
I:4

50)

の
形
を
と
る
の
は
、
該
曲
線
が 1

兀
來
、
P
'Q
の
一
差
：に
支
配
せ
ら
れ
て 

動.
ぐ
の
で
あ
，る
か
ら
、.
當
然
の
こ
と
、
沄
へ
ょ
ぅ
。
■即
ち
、
双
曲
正
弦
其
の
ん
^

の
奢
義
が
ら
し
て
ユ
赓
點
务
久
ヶ
實
双
曲
角
き
に
對 

す
^
導
徑
の
位
置
々
?1
ノ

ザ
に
對
す
る
夫
れ
を
P2
と
し.
た
な
時
の|

 .
と
雄
办
；̂

平
均
に
外
於
ら
な
い
か
ー
ら

'で
あ¥

然

-&
ば
"

ザ
と

'
 

^
0 :

'

齡
加
平
均
尨
る
：：双
#
餘
弦
は
何
ゼ
承
す
か
ァ
袞
み
迄.
も
妒
士
、':
刹

潤

也

費

用

の

漸

. ^
^
:
讀
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な
る
形
で
表
は
ざ
れ
る.9
但
し
，
ダ
の
豫
想
の.

彈
力
性
が
，
％
の
夫
れ
ょ
り
も
小
な
る
場
合
に
は
、
茈
の
部
分
を
，と
り
、
#
者
が
後
荠

-r 
■

 

J
 

.

 

\ 

,

1

 

メ

も
大
な
る
場
合
に
は
負
の
部
分
を
^
る
。 

、
 

'

 

• 
i

 

/

; * 

•
以
上
の
考
察
は
、
限
界
變
形
率
の
變
化
釦
考
慮
し
で.
居
な
い
’。
吾
々
は
贺
に
媸
ん
で
選
槔
の
理
論
と
生
產
の
.理
論
の
結
合
を
試
み
ね 

、
霧
的
均
衡
と
决
康
計
蜜.. 

.

.

:
 

ノ

九

七

G
ハ
四
f
3
.、.
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'
ク
货
雅.
的
均
衡
と
浊
廣
計
逛:  

.
し-

:

广

.

允

八

C

六
四
四0

-

,
:

,
ば.
な
ら
ぬ
？
今-
>:
產
耍
素
如
.2
/
の
間
に
於
け
る
，供
給
擴
張
線

0
變
化
に
就
て
考
へ
ょ
ぅ
。
a.
y
の
供
§

張
線
の
形
'狀
を
決
定
す
^

も
，の
は
、
2
掛
產
要
素
1
5
の
間
に
於
け
る
購
入
顿
張
線
仪
形
狀»

-(
2

)

坐
產
耍
素
3
か
ら
坐
齑
物
$
へ
め
限
界
變
形
率
の
犬
い
さ
、g

 

生
鹿
嬰
素
b
か
ら
坐
鹿
物
y
へ
の
限
界
變
形
率(s

£

は
勿
論
、
變
形
，曲
線
に
沿
つ
て
の
限
界
變
形
率
の
意
味
で
あ
る
。

)

の
大
い
さ
、
 

で
あ
る
。
こ
の
中
、
(1
)
は
前
述
し
た
か
ふ
*
今
、

(2
)

及
び
(3
)
が
及
ぼ
す
影
響
を
劳
へ
ょ
ぅ
。
第
五
圖
に
於
て
、
*
軌
の
原
點
ょ
り
右
方 

’，
に
當
る
部
分
を
、_

を
-̂

軸
と
し
て
、
九
十
度
囘
轉
せ
し
め
、
ぞ
女
平
面
に
誰
直
な
る-
'*3

平
面
を
得-
る
。“

平
而
±
1:
於
..け
る
指 

V  

，ゝ

.0
隹
靡
曲
線
ば
',
:
':
»̂:
;

^
面
|:
:
於
砍
友
搢
檩
1
へ
办 

指
標
1
の
坐
產
曲
線
に
於
け
る
均
• 

銜
點
を
表
は
す
*
51-
點
ょ
り
ガ
軸
に
對
、し
て
下
し
た
，る
垂
線
の
<
軸
と
の
交
點
5
は
、
同
時
に
指
標
'1
'
处
生
產
高
無
差
別.
曲
線
わ
均
衡
：
；
 

晶

；
點
よ
ゲ"、;:-
'軸
に_

ル
て
下.
し
だ
猶
線
と
軸
办
交
點
街
务

^
る
。/
斯

疋

で'̂.
へ
§
断
.
';

界
變
形
率
の
大
い
さ
を
考
獻

す
る
場
合
、
卽
ち
坐
產
面̂
,

生
產
物
の
選
擇
而
を
結
合
せ
る
場
合
に
於
て
は
‘，
.指
|

1

:

1- 0

空
1|
]

|!
(

!

線
''.
:' 

.
•■
;.
;'-
:':夕
メ
：ダ
必
坐_
_

瓣
差
别
讪
顧
と
炎
;^〔
へ
の
^
產
曲
線
の
''
>
滅

|
^
'#
:«
:

^
,̂

得
セ
&
曲
^)

に.
於
け
る
等
生
產
線
の
切
點
が
、
均 

‘

衡
坐
產
點
で
あ
り
、
坐
產
物
の
^
衡
組
合
點
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
吖
均
衡
坐
產
點
は
次.
の.
如
く
に
：じ
で
# .
:
&

れ
る
。
即
ち1

1

.
|
角

液 

•

A1
B1
P1
に
於
て
. '
^
§
^
=
幽
叩
な
る
如
く
、(
即
ぢ
、

一
ー
邊
の
比
に
禮
し
く

1
邊
£
^
內
分
す
る
點>
1<
:
1̂-
と
れ
ば
、'-
'
こ

の

^

^

ン 

,

指
標
1
に
於
妙
る
均
衡
生
產
點
で
あ
る
。(

第
六
圖)

斯

く

し

て

得

ら

れ

た

る

點
•
の
軌
跡
ガ
生
產
擴
張
曲
線
で
あ.
り
、
こ
の
形

狀
S

が
、
蕃
的
均
衡
の
成
立
如
S

決
？

！

な
る
。

.

.

ト

：、：：パ.：

麵

併
し
、
こ
れ
丈
で
は
” 

bの
：y
へ
の
限
囊
形
雄
の
變
化
を.
#
慮
し
て
居
な
い
。
，
吾
々
は
、

|?
!
に

':
*:
同

様
0.
操
作
を
繰
返
し
て
、'2
/. 

軸
の
源
點
ょ
り
，上
方
に
當
る
部
分
を
％
軸
に
關
し
て
、
九
十
度
囘
轉
せ
し.
め-
指
標
に
於
け
る
、
ゎ

か

ら2/-
:
へ
0:
鍵
形
* -

線
を
來
め
、
.

、該
曲
線
と
坐
產
高
無
差
別
曲
線
と
の
間
に
疋
體
三
角
形
仏
叱
れ
を
作
り
、
邊
§
を
他
の
ニ
邊
の
此
に
等
し
く
闷
分
す
る
如
き
湖
,1
を
求

D 
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九
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め

、L l
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跡

身

得

ね

：
ば
:̂
ら
ー

ぬ
。
斯

逢

合

、
、
生

； 

產

髙

均

霞

は

，
指
へ

標
1

に
.

就
'

て
.

衰

；
へ

： 

.

ば
、ー立

.

體
1
:

ニ
狗
形
：の

' 

o

K l
L l

の
，
ー
邊
K 1
L 1 

を
他
の

1

ー
漤
の
比
に
，
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す
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搬
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何
を
见
よ
う
。
坐
齑
要
素
a 
b、間
の
選
擇
に
關
し
て
も.
、
生
靡
財(

よ
り
髙
次
の
生
產
財)

a1
の
間
の
選
擇
に.
關
す
る
；も
.の
と
對
稱

撾
張
線
と
が
一
致
す
る
場
合
に
の
み-
貨
幣
的
均
衡
が
成
立
す
る
。
線
る
に
、
兩
者
が
一
敌
t 
•る
の
は
、
X
ジ

間

の

灌

搏

に

就

て

^

へ 

ば
V
F1
F2…

…

が
a x

、
x b

、
烈
の
三
平
而
に
釾
し
、
四
十
五
度
の
方
向
傲
數
を
有
す
る
直
線
な
る
時
に
の
み
、
始
め
て
可
能
と
な
る
。
 

(

こ
の
こ
と
は
契
約
曲
線
の
發
を
、
豫.
想
の
彈
カ
性
と
©I
關
係
に
關
聯
せ
し
^
て 
> 贫
察
し
て
も
得
ら
れ
る
？〕 .
只
、
：此
0
揚
合
に
ば
、 

從
來
の
獎
約
曲
線
は
平
面
曲
線
で
あ
る
a
、
眾
に
X
軸
及
び！ >

#

に
對
し
、
四
十
五
度
の
傾
斜
を
有
す
る
場
合
：に
貨
幣
的
均
衡
が
成
^

て.
.
.

.

. 
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•
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•
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、
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.
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.
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.

^
る

舍

名

ぷ

結

論..
1>
が
賴
^
れ

女

-̂)

'吾
.々
は»
に
9
立
體
的
為
る
篇
味
の
契
約
曲
線
:0
)
性
質
を
吟
味
す
ぺ
会
：で
あ
务 

.
何
^
る
場
合.

：.貨
經

均

衡

は

勝

虻

ポ

る

か
■
摸
雜
化
务
0 :
め

る

爲

.̂
べ_

:̂
''

等
し
い
と
假
定
し
よ
う
。
斯
る
場
合
、
先
づ
奢
へ
ら
れ
，る
の
は

a

b

 

X

ジ
の
凡
て
の
豫
瀨
の
彈
カ
性
が
等
し
い
こ
ど
で
あ
る

.

.
o

:

こ
の
.場 

合
に
は
、
叨
ら
か
に
、
貨
裕
的
均
餘
が
成
立
す
る
，

>

と
は
、
詳
細
な
る
吟
味
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。.

併
し
、
，他
の
場
合
に
は
、
貨
幣
的
均
衡
の
缘
觉
は
絕
對
に
期
待
し
難
ぃ
で
あ
も
う
か
;°
以
下
a 
b-xy
の

激

想

の

彈

カ

性

，
を

夫

々

1& 

lb
lx
ly
で
表
は
す
こ
と
に
す
る
。
先
づ
、

ダ
.：

へ
の
限
界
黴
形
率
の
變
化
を1

應
蔣
儻
の
#
に
置x
。
-.
'

^
う
す
れ
ば
、
IMv
lbv
la 

な
る
場
合
、
a
の
X
へ
の
限
#
變
形
率
の
遞—

は
へ
^
^
代
替
率
の
^
增
瘅
よ
り
も
大
に
し
^
^
か
-
は
ズ
ネ
序
同
に
^
近

す

る

：。 

(

即
ち
X 
a
の
平
面
に
對
し
て
は
、
四
十
五
度
以
：下
：の
傾
斜
を
有
す
る
に
至
る
。)

即ら、
此
の
に

:,
貨
幣
的
均
衡
が
一
成
立
す
る
；に 

、は
、f
 
I
'
な

含

と

：
I

す

芩

a *

平
而
に
對
し
て
は'

、.

1

般
.

に
如
何̂

:

る
形
を

.

と
る
で
，あ
ら
う
が
。
こ
れ
に
就

.

で
は
作̂
+ -
5

な
る
指
數
凾
數
の
形
を
と
る
こ
と
が
考
へ 

ら
れ
る
。
而
し

T

V

貨
幣
的
均
衡
が
成
立
す
る
塌
合
に
は

y
n

4
5
。

に
し
て
、

一
定
で
あ
り
、X

の
み
が
變
化
す
る
こ

*

と

、

な

る

？

次

^

❖̂
v
t
it-
^

w

^

》

^

^
^-
;

^

^

;

^

^

^

^

^

#

^

蕾

に
’ 
5
の
>

へ
の
限
界
變
形
率
r-
-
*
矩

と

沄
ふ
假
定
を
撤
去
す
る
。
上
に
述
べ
: t
:

、.Ixvlbvla 

.な
4
場
合
、
b
の

y

へ
の
限
界
變
形
率 

の

霞

率

が

，
>
'0
”
へ
"の
即
界
.代
替
率
0
遞

讀

ょ

w
も
、
..
.大
な
ら
铽
、
か
.は
更
じ
各
5:
'平

面

に

接

近
-:
^

^

で

あ

ら

 

>ス
併

仏

、
逆 

に

^
>1，
な

ら

ら'
:
:
生
產
擴
張
線
に
は
が
：7乎
_
じ
接
近
：私
ん
ど
す
ム
カ#
作
用
す
.る
？
こ
^

線
は

b

'

ァ
乎
卸
.に
接
近
す
：る
厂
>
0:
'

&
坐
產
0
變
fb
:

は 

>
.

「

本
節
^
ー
へ
の
特
竦
な
，
る

場

合

と

レ

て

.
，

此

の

分

祈

中

に

包

含

さ

^
ベ
'き
で
あ
る
が
、
.本
節
の
分
祈
自
體
、
_第
二
節

の
分
析
を
组
擗
す
る
迄
に
、
體
系
讹
泔̂'
-れ

;1
:
'
'
居
な
.い
0
^
:
.
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:
-
へ
ハ
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斯
く
ヘの
加
ぐ
、
^

れ
が
點
ょ
り
見
る
怠
廣
幣
时
均
衡
脉
頗
る
ぞ
安
定
な
現
象
で
あ
り
彳

れ
難

.

い
の
：で
あ
る.

？
併
し
乍
ら
、
少
く
と
もr

從
來
の
酿
態
的
な
■一

 

般
均
衡
と
異
な
ゎ
、
現
實
に
存
在
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'

^

ク̂

第
に
安
定
性
が.

墦
大
1 >
: 0

'1 :

あ
^ .

^

'

に̂

^

5'
'
:
:
-
.

階
に
應
て
吃
最
良
の
も
处
で
ぁ
る
と
氣
中
る
。
私
は
更
に
選
擇
理
論
と

.

坐
.

糜
理
論
が
結
合
に
依'

り
需

@

、.

*

供
給
：の
彈
ヵ
他
の
關
係
を 

彩
察
し
、M

に
費
用
補
憤
主S

の
T

に
於
け
る
貨
幣
的
均
衡
の
性
質
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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